
 
 
 

 
 
 

県立広島大学大学院経営管理研究科の授業料改定について 

 

１ 概要 

○ 県立広島大学では、働きながら専門知識や実践力を身に付けることができる経営系専門

職大学院（ＨＢＭＳ）を開設し、経営人材の育成に取り組んでいる。（H28.4～） 

○ こうした中、広島県公立大学法人第四期中期計画（R7～R12）に基づき、令和９年度から

カリキュラムの改編、入学定員の拡大（25 名→35 名）を行うとともに、教育内容・環境の

充実に向け安定的な財源を確保するため授業料改定を予定している。 

○ 県としては、地方独立行政法人法に基づき、今後、広島県公立大学法人からの認可申請

を受けた後、12 月議会において議決を経た上で認可することとしている。 

２ 授業料改定の具体的な内容 

国立大学の標準額に準じている授業料を、標準額の 1.2 倍相当額に改定（入学金は据置き）。 

※ 国立大学では、各大学の判断により授業料を標準額の 1.2 倍まで引上げることが可能。 

※ 令和９年度以降の入学生から適用予定。 

区分 現行金額 改定案 差額 

年額 535,800円 642,960円 ＋107,160円 

2年総額 1,071,600円 1,285,920円 ＋214,320円 

３ 学生の経済的負担 

ＨＢＭＳの学生は、基本的には経済的な基盤を有している社会人であり、また、学生の約

1/4 は企業派遣（学費の多くの派遣元の企業が負担）となっている。 

加えて、一定の要件を満たせば厚生労働省の給付金を活用（学生の 40～60％が活用）で

き、また、県において、派遣元企業に対する負担への支援を実施している。 

４ 今後のスケジュール（予定） 

令和８年 11 月 法人から料金上限の認可申請 

令和８年 12 月 12 月定例会への議案提出、議決後に認可 

令和９年４月 新授業料の適用開始（※Ｒ９以降の入学生から適用） 
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